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中
小
企
業
組
合
士
制
度
創
設
40
周
年

「
中
小
企
業
組
合
士
行
動
指
針
」
策
定

　

去
る
６
月
14
日
、
東
京
・
竹
芝
の
ホ

テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京

ベ
イ
に
お
い
て
全
国
中
小
企
業
組
合
士

協
会
連
合
会
平
成
25
年
度
通
常
総
会
と

中
小
企
業
組
合
士
制
度
創
設
40
周
年
、

全
国
中
小
企
業
組
合
士
協
会
連
合
会
創

立
30
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
組
合
士
制
度
発
足
と
連
合

会
設
立
に
お
い
て
も
節
目
の
年
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
連
合
会
で
は
組
合
士
と

し
て
共
通
の
目
標
を
持
つ
こ
と
と
し
、

「
新
時
代
に
対
応
し
た
中
小
企
業
組
合
の

構
築
」
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
「
中
小

企
業
組
合
士
行
動
指
針
」
の
策
定
が
発

表
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
、
中
小
企
業
組
合

士
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
組
合
運
営

等
の
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
功
績
を
認

め
ら
れ
た
組
合
士
の
方
々
へ
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
た
。
千
葉
県
か
ら
の
受
賞
者

は
以
下
の
と
お
り
。

【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表

彰
】▼
長
橋
敏
男（
流
山
工
業
団
地（
協
））

▼
石
川
雅
浩
（（
協
）
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

北
千
葉
）【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

長
奨
励
賞
】
▼
武
井
英
一
（
千
葉
県
自

動
車
整
備
商
工
組
合
）【
全
国
中
小
企
業

組
合
士
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
】［
協
会

運
営
功
労
者
］
▼
田
中
保
英
（
千
葉
県

中
小
企
業
組
合
士
会
）［
優
良
組
合
士
］

▼
鈴
木
勇
（
千
葉
港
港
湾
運
送
事
業

（
協
））
▼
笹
島
信
也
（（
一
社
）
千
葉
県

自
動
車
整
備
振
興
会
）
▼
石
川
真
由
美

（（
協
）
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
北
千
葉
）

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
た
千
葉
県
自
動
車
整
備

商
工
組
合
の
武
井
英
一
総
務
課
長
は
、

「
私
た
ち
の
組
合
で
は
組
合
士
試
験
の
受

験
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
の
で
、
表

彰
を
い
た
だ
い
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
ら
れ
た
。

　

千
葉
県
及
び
本
会
は
７
月
24
日
、
平

成
25
年
度
「
ふ
さ
の
国
商
い
未
来
塾
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

地
域
住
民
の
快
適
な
生
活
を
支
え
、
楽

し
み
や
触
れ
合
い
に
満
ち
た
暮
ら
し
の

広
場
を
提
供
し
て
い
る
商
店
会
の
活
動

支
援
を
主
眼
に
実
施
す
る
も
の
で
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う
優
れ
た
人

材
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
と
し
て
、

今
年
度
は
全
10
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
回
目
（
７
月
24
日
）
で
は
、「
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
視
点

と
取
り
組
み
」
と
題
し
、
旧
来
の
ま
ち

の
賑
わ
い
・
商
店
街
活
性
化
と
い
う
目

線
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
ま
ち
が
快
適
な

空
間
と
な
る
た
め
に
必
要
な
視
点
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
思
案
し
た
。

　

な
お
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
第
２
回
「
個
店
経
営
活
性
化
の

秘
訣
」、「
地
域
商
業
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
」、「
地
域
商
業
者
の
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
」・
第
３
回
「
千
葉
県
内

の
商
業
環
境
に
つ
い
て
」、
第
４
回
「
商

店
街
の
ソ
フ
ト
事
業
の
進
め
方
」、
第
５

回
「
一
店
逸
品
運
動
に
よ
る
個
店
の
魅

力
向
上
策
に
つ
い
て
」、
第
６
回
「
進
化

を
続
け
る「
１
０
０
円
商
店
街
と
は
？
」、

第
７
回
「
得
す
る
ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
は
？
」、
第
８
回
（
埼

玉
県
秩
父
市
に
て
）「
現
地
講
義・視
察
」、

第
９
回
「
地
域
消
費
者
に
愛
さ
れ
る
商

店
街
を
目
指
し
て
」、
第
10
回
「
商
業
施

策
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」・

「
商
店
街
の
組
織
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
座
を
展
開
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

従
来
は
、
中
小
企
業
の
交
際
費
に
つ

い
て
、
年
間
６
０
０
万
円
ま
で
の
金
額

の
10
％
と
６
０
０
万
円
超
の
金
額
が
経

費（
損
金
）と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
▼
例
え
ば
、
２
０
０
万
円
を
交
際
費
と

し
て
使
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
の

90
％
の
１
８
０
万
円
に
つ
い
て
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
、
残
り
の
20
万
円
は
経

費
（
損
金
）
に
は
認
め
ら
れ
ず
法
人
税

の
課
税
対
象
と
な
る
。）

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
で
は
、
定
額

控
除
限
度
額
を
８
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
定
額
控
除
限
度
額
ま

で
の
損
金
不
算
入
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
10
％
に
つ
い
て
課

税
さ
れ
て
い
た
部
分
が
課
税
の
対
象
か

ら
は
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
適
用
期
間
は
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

開
始
し
た
事
業
年
度
と
な
っ
て
い
る
。

◎
詳
細
は
税
務
署
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

≪中小企業組合士行動指針≫
　組合士は、相互扶助の精神に基づく中小企業組
合の運営のエキスパートとして誇りを持ち、組合
とその構成員である中小企業の健全な発展に尽く
すため、倫理と法令を順守し以下のことに取り組
みます。

・高い能力と志を持って行動しよう
・豊かな人間性を持って行動しよう
・職務に必要な知識を積極的に養おう
・新時代に対応した中小企業組合を構築しよう
・社会の発展に貢献しよう

平成 25 年 6 月 14 日
全国中小企業組合士協会連合会

平
成
25
年
度

ふ
さ
の
国
商
い
未
来
塾 

ス
タ
ー
ト
！

中
小
法
人
の
交
際
費
課
税
が
改
正
へ


